






目的 

未熟児動脈管開存症(PDA)に対してプロスタグランディン合度阻害剤であるインドサシン

が薬物学的閉鎖療法として使用されているが,最近我我はインドメサシンと同様の PG 合成

阻害剤であるメフェナム酸(MA)を未熟 PDA の動脈管閉鎖療法に使用し良好な成績を得てい

る。 

今回,MA の PDA に対する臨床効果とその血漿濃度とに相関があるかどうかの検討と未熟児

における MA の薬物動力学的観察を目的として本研究を行った。 


